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埴
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業
績

尾

本

恵

市

一

東
京
大
学

の
学
生
、
院
生
時
代

埴
原
和
郎
氏

は
昭
和
二
十

三
年

に
東
京
大
学
理
学
部
人
類
学
科

(旧

制
)
に
入
学
さ
れ
、
二
十
六
年

に
学
部
を
卒
業
し
、
大
学
院

へ
と
進
ま
れ

た
。
因
に
、
同
学
年
に
は
、
木
村
邦
彦

(現
防
衛
医
大
教
授
)、
香
原
志
勢

(現
立
教
大
教
授
)、
寺
田
和
夫

(故
人
、
元
東
京
大
学
教
授
)
と

い
う
論
客

が
揃

っ
て
い
た
の
で
、
互

い
に
学
問
論
を
た
た
か
わ
せ
、
切
磋
琢
磨
さ
れ

た
こ
と
は
同
氏
の
後
年

の
学
問
的
発
展

に
と
り
重
要
な
基
盤
を
与
え
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
も
と
も
と
形
態
人
類
学
と
く
に
骨
や
歯

の
研
究

に
興

味
を
も

っ
て
い
た
の
で
、
学
部

学
生

の
頃
よ
り
医
学
部

の
解
剖
学
教
室

の

骨
庫

に
入
り
び
た
り
で
人
骨
を
観
察
し
た
り
、
各
地

の
遺
跡
の
発
掘

に
積

極
的

に
参
加
し
、
古
人
骨
に
関

す
る
経
験
を
つ
ん
で
い
た
。
そ
の
よ
う
な

埴
原
氏

に
と
り
衝
撃
的
と
も

い
え
る
経
験
が
、
大
学
院
に
進
む
と
す
ぐ

に

ま

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
昭
和

二
十
五
年
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
で
戦
死

し
た
米
軍
兵
士
の
屍
体
が
送
ら

れ
て
く
る
小
倉

で
、
個
体
識
別
の
作
業
に

か
か
わ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
般

の
人
に
と

っ
て
は
身
ぶ
る
い
す
る
よ
う

な
こ
の
作
業
も
、
同
氏
に
と

っ
て
は
白
人
や
黒
人

の
骨
を
観
察
す
る
絶
好

の
機
会
で
あ

っ
た
。
連
日
数
十
体
の
な
か
ば
白
骨
化
し
た
遺
体

の
人
種
や

年
齢

の
鑑
定
と
取
り
組
む
な
か
で
、
同
氏

の
骨
を
見
る
眼
力
は

一
段
と
高

め
ら
れ
た
に
違

い
な
い
。
な
お
、
.こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
埴
原
氏

の
処
女

作

で
あ
る

『骨
を
読
む
』
(昭
和
四
十
年
、
中
央
公
論
社
)
に
詳

し
く
書
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

一
人

の
学
徒
の
異
常
な
体
験
の
記
録

で
あ
る
が
、

ま
た
人
骨
の
性
別
、
人
種
差
、
年
齢
差
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
易
く
解
説

も
さ
れ
て
お
り
、
人
類
学
の
啓
蒙
書
と
し
て
の
価
値
も
高

い
好
著
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
本
を
読
む
と
、
随
所
に
埴
原
氏
の
学
問

に
対
す
る
ひ
た
む
き
な

態
度
や
も

の
お
じ
し
な
い
積
極
的
な
個
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
か
で
も
、

宿
舎

に
関
す
る
要
求
を
米
軍
の
将
校

に
つ
き

つ
け
、

一
歩
も
ひ
か
ず
に
理

屈
を
通
す
と
こ
ろ
な
ど
、
語
学
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
学
部
を
卒
業
し
た

て
の
若
さ
で
よ
く
こ
れ
だ
け
の
こ
と
が

で
き
る
も

の
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
本
に
よ
り
わ
れ
わ
れ
は
、
米
軍

の
戦
死
者
に
対
す
る
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極

め
て
丁
重
な
扱
い
、

つ
ま
り
厳
密
な
個
体
識
別

の
後

エ
ム
バ
ー
ミ
ン
グ

(屍
体
化
粧
法
)
を
ほ
ど
こ
し
立
派
な
ひ
つ
ぎ
に
収
め
て
遺
族
に
返
す
と
い

う
処
置
に
つ
い
て
初
め
て
知
ら

さ
れ
、
戦
死
者
と
い
う
も
の
に
対
す
る
日

米
の
あ
ま
り
に
も
大
き
な
考
え
方

の
差

に
思
い
い
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

八
十
日
間

の
契
約
で
あ

っ
た
屍
体
と
の
格
闘
を
無
事
に
終
え
、
東
京
に

戻

っ
た
埴
原
氏
は
指
導
教
官

で
あ
る
人
類
学
教
室
主
任

の
鈴
木
尚
氏

(現

東
京
大
学
名
誉
教
授
)
と
相
談

の
う
え
直
ち
に
あ
る
研
究

に
と
り
か
か
る
。

そ
れ
は
、
小
倉
で
の
あ

の
作
業
中
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
、
恥
骨
結
合
面
の
変

化
に
よ
る
年
齢
の
推
定

に
関
し
て
の
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
日
本

の
人
類
学

で
は
年
齢

の
推
定
に
は
歯
、
四
肢
骨
骨
端
、
頭
骨

の
縫
合
な
ど

が
用

い
ら
れ
て
い
た
が
、
恥
骨
結
合
面
の
変
化

に
つ
い
て
は
全
く
研
究
が

な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
米
軍

の
戦
死
者
の
個
体
識
別
班
で
は
、
こ
れ
が

す
で
に
実
用
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
埴
原
氏
は
、
少
な
く
と
も
日
本
人
で
の
資
料
を
得
た
い
と
思

っ
た
の
で

あ
る
。
研
究
は
お
ど
ろ
く
ほ
ど

早
く
進
め
ら
れ
、
昭
和
二
十
七
年
に
は
埴

原
氏

の
単
独

で
の
処
女
論
文

「日
本
人
男
性

の
恥
骨

に
お
け
る
年
齢
変

化
」
が
人
類
学
雑
誌
第
六
十
二
巻

二
四
五
i
二
六
〇
頁
に
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
論
文
は
、
恥
骨
結
合
面

の
変
化
が
日
本
人
で
は
白
人
よ
り
も
早
く
進

む
こ
と
な
ど
、
新
し
い
発
見
が

い
く

つ
か
あ
り
、
か
な
り
の
反
響
が
あ

っ

た
。
処
女
論
文

の
成
功
で
、
同
氏
が
将
来

に
対
し
て
自
信
を
も

っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
想
像
が

つ
く
。

こ
う
し
て
、
同
氏
は
形
態
人
類
学
者
と
し
て

学
界
に
正
式

に
デ
ビ

ュ
ー
し
た

こ
と
に
な
る
。

当
時
、
東
大
人
類
学
教
室

で
は
、
鈴
木
尚
氏

の
指
揮

の
も
と
に
福
島
県

三
貫
地
そ
の
他
各
地
で
縄
文
時
代
な
ど
の
遺
跡

の
発
掘
が
行
わ
れ
、
埴
原

氏
も
そ
れ
ら
に
積
極
的

に
参
加

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
須
田
昭
義
氏

(故
人
、

元
東
京
大
学
教
授
)
に
よ
る

エ
リ
ザ
ベ
ス

・
サ
ソ
ダ

ー
ス

・
ホ
ー
ム
の
日

米
混
血
児

の
調
査
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
埴
原
氏
は
こ
れ
に
も
参
加
し
、

須
田
氏

の
す
す
め
に
よ
り
乳
歯

の
研
究
を
担
当
し
た
。
歯

の
研
究
は
初
め

て
で
あ

っ
た
の
で
、
東
京
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室

の
故
藤
田
恒
太
郎
教

授
に
教
え
を
請

い
、
勉
強
会

に
参
加
す
る
な
ど
し
て
努
力
さ
れ
た
が
、

こ

れ
が
、
後
に
埴
原
氏
を
し
て
歯
牙
人
類
学

の
世
界
的
権
威
と
な
ら
せ
る
き

っ
か
け
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

サ
ン
ダ
ー
ス

・
ホ
ー
ム
で
の
調
査

の
成
果

.は
、
「
日
本
人
お
よ
び
日
米
混
血
児

の
乳
歯

の
研
究
、

一
-
五
」
と
題
す

る
五
編

の
論
文
と
し
て
み
ご
と
に
結
実
し
、
人
類
学
雑
誌
第
六
十
三
巻

(
一
九
五
四
)
1
同
六
十
五
巻

(
一
九
五
七
)
に
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ

の
業
績
に
よ
り
埴
原
氏
は
昭
和
三
十
三
年

に
東
京
大
学

に
て
理
学
博
士
の

学
位
を
取
得
さ
れ
た
。

二

札
幌
医
科
大
学
時
代

昭
和
三
十

一
年
、
埴
原
氏

は
東
京
大
学
大
学
院
を
満
期
退
学
し
、
当
時

松
永
英
氏

(元
国
立
遺
伝
学
研
究
所
所
長
)
が
教
授

で
あ

っ
た
札
幌
医
科
大

学
の
法
医
学
教
室
に
講
師
と
し
て
赴
任
し
た
。
こ
こ
で
埴
原
氏
は
、
人
骨

に
よ
る
男
女
の
判
定

に
判
別
関
数
法
と
い
う
統
計
的
手
法
を
取
り
入
れ
る

こ
と
を
思
い
つ
き
、
例

に
よ
り
た
ぐ
い
ま
れ
な
集
中
力
を
発
揮
し
て
研
究

を
行

っ
た
。
こ
れ
は
、
埴
原
氏
が
そ
れ
ま
で
の
単
な
る
記
載
的
形
態
学

に

あ
き
た
ら
ず
、
数
理
統
計
的
な
手
法
の
導
入

に
よ
り
新
た
な
境
地
を
開
拓
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し
よ
う
と
し
た
初
め
て
の
試

み
で
あ

っ
た
が
、
世
界
の
い
く

つ
か
の
グ
ル

ー
プ
と
の
競
争
に
な

っ
た
。

こ
の
方
法
は
大
略
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

あ
ら
か
じ
め
性

の
判
明
し
て
い
る
多
数
の
人
骨

の
様
々
な
部
分
を
計
測
し
、

R

・
A

・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
開
発
し
た
判
別
方
程
式

の
各
項
の
係
数
を
決

め
て
お
く
。

一
体

の
人
骨
が
あ
る
と
き
、
そ
れ
が
男
女

い
ず
れ
の
も

の
か

を
決
め
る
の
に
、
計
測
値
を

こ
の
式

に
い
れ
る
と
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
の
的

中
率
で
あ
て
る
こ
と
が

で
き

る
か
が
わ
か
る
。
日
夜
を
つ
い
だ
研
究

の
結

果
、
何
と
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
す
的
中
率
を
与
え
る
判
別
式
を
得
る

こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
研
究

は
、
そ
の
後
多
く
の
研
究
者

に
刺
激
を
与
え

た
先
駆
的
な
も

の
で
、
こ
の
成
果
は
、
「
判
別
関
数
法

に
よ
る
日
本
人
長

骨

の
性
別
判
定
」
人
類
学
雑
誌
第
六
十
六
巻

一
八
七
ー

一
九
六
頁

(
一
九

五
八
)、
お
よ
び

「判
別
関
数
法

に
よ
る
日
本
人
頭
骨
お
よ
び
肩
甲
骨

の

性
別
判
定
」
同
第
六
十
七
巻

一
九

一
ー

一
九
七
頁

(
一
九
五
九
)
と
い
う

二
編

の
論
文
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
三
年

に
助
教
授

に
昇
進
さ
れ
た
埴
原
氏
は
、
翌
年
よ
り
フ
ル

ブ
ラ
イ
ト
交
換
客
員
教
授
と
し
て

一
年
間
米
国

シ
カ
ゴ
大
学
に
赴
か
れ
た
。

こ
れ
は
、
著
名
な
歯
牙
人
類
学
者
で
あ
る
A

・
A

・
ダ
ー
ル
バ
ー
グ
教
授

の
招
き
に
よ
る
も
の
で
、
日
本

で
は
研
究

で
き
な

い
白
人
や
黒
人
な
ら
び

に
ア
メ
リ
カ

・
イ
ソ
デ

ィ
ア
ン
の
乳
歯
を
存
分
に
研
究
す
る
こ
と
が

で
き

た
。

こ
の
と
き
埴
原
氏
は
乳
歯

の
基
準
模
型
を
作
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
今

で
も
世
界

の
博
物
館
な
ど
で
利
用
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
計
測
的
な
研

究
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
非
計
測
的
な
特
徴
に
着
目
し
て
人
種
差
を
明
ら

か
に
さ
れ
、
埴
原
氏
の
名
を
国
際
的
な
も
の
と
し
た

「
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド

・

デ
ソ
タ
ル
・
コ
ム
プ

レ
ッ
ク
ス
」
の
提
唱
に
至
る
。
こ
れ
は
、
論
文
と
し

て
は

一
九
六
六
年

の
人
類
学
雑
誌
第
七
十
四
巻
六
十

一
ー
七
十
二
頁

に
英

文

で
発
表
さ
れ
た
が
、
要
す
る
に
モ
ン
ゴ

ロ
イ
ド
人
種

で
高
い
出
現
頻
度

を
示
す
乳
歯

の
非
計
測
的
特
徴
を
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
最
も

よ
く
知
ら
れ
た
も
の
は
シ
ャ
ベ
ル
型

の
切
歯

(切
歯

の
内
側
が

へ
こ
み
、

シ
ャ
ベ
ル
状
と
な

っ
た
も

の
)
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
下
顎
大
臼
歯

に
第

六
あ
る
い
は
第
七
番
目

の
咬
頭
が
存
在
す
る
も

の
と
か
、
屈
曲
隆
線
と
い

う
も
の
が
存
在
す
る
も

の
、
あ
る
い
は
プ

ロ
ト
ス
タ
イ
リ
ッ
ド
と
呼
ば
れ

る
特
殊
な
隆
起
が
で
る
も

の
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
な
お
、
埴
原
氏
は
昭
和

四
十
三
年
夏

に
日
本
で
開
催
さ
れ
た
人
類
学
民
族
学
国
際
会
議
で
、
永
久

歯

に
お
け
る

「
モ
ン
ゴ

ロ
イ
ド

・
デ

ン
タ
ル
・
コ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
」
に
つ

い
て
発
表
し
た
。
ま
た
、
同
年

の
秋

に
は
再
び

シ
カ
ゴ
大
学
を
訪
れ
、
と

く
に
黒
人

の
永
久
歯
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
埴
原
氏
の
歯

牙
人
類
学
者
と
し
て
の
国
際
的
立
場
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
な

っ
た
。
翌

年

の
昭
和
四
十
四
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
に
客
員

教
授
と
し
て
招

か
れ
、
約
半
年
間
に
わ
た
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
住
民

の

歯
の
研
究
を
す
る
か
た
わ
ら
、
当
時
か
ら
急
速

に
普
及
し
だ
し
た

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
統
計
的
計
算
も
手
が
け
、
多
変
量
解
析
法

に
関
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
多
数
書
か
れ
た
が
、
以
後

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
は
埴
原
氏

の
研

究
に
と
り
必
須
の
も

の
と
な

っ
た
。

一
方
、

こ
れ
よ
り
先

に
国
際
生
物
学
事
業

(I
B
P
)
の

一
環
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
昭
和
四
十

一
年

よ
り
文
部
省

の
特
定
研
究

「
ア
イ

ヌ
の
適
応

能
の
研
究
」
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ア
イ
ヌ
に
関
し
て
人
類
学
、
生
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理
学
、
生
態
学
な
ど
様
々
な
分
野

の
研
究
者
に
よ
る
学
際
的
な
研
究
を
行

う
も

の
で
あ

っ
た
が
、
た
ま

た
ま
筆
者
は
三
沢
章
吾
氏

(現
筑
波
大
学
教

授
)
と
共
に
集
団
遺
伝
学

の
立
場
よ
り
こ
れ
に
参
加

し
、
北
海
道
日
高
地

方
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行

っ
た
。
そ

の
際
、
歯
の
研
究

で
参
加
さ

れ
て
い
た
埴
原
氏
と
は
調
査

の
た
び
に
親
し
く
つ
き
あ
わ
さ
せ
て
頂

い
た

が
、
調
査

の
あ
と
夜
お
そ
く

ま
で
学
問
論
に
花
を
咲
か
せ
た
こ
と
を
今
で

も
昨
日

の
よ
う
に
思

い
だ
す
。
こ
の
時

の
経
験
が
、
以
後

の
埴
原
氏

の

(そ
し
て
同
時

に
筆
者

の
)
学

問
的
展
開

に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な

っ
た
。
こ
の
調
査

は
、
昭
和
四
十
五
年
頃
ま
で
続
け
ら
れ
た
が
、
埴

原
氏
と
筆
者
と
で
は
大
き
く
異

な
る
研
究
分
野
で
あ
り
な
が
ら
、
ひ
と
つ

の
共
通
し
た
結
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
従
来
有

力
視
さ
れ
て
い
た
ア
イ

ヌ
白

人
説
を
否
定
し
、
ア
イ
ヌ
は
モ
ソ
ゴ

ロ
イ
ド

に
属
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ

る
。
埴
原
氏

は

一
九
七
〇

(昭
和
四
十
五
)
年

に
人
類
学

雑
誌
第
七
十
八
巻
の
論
文

(英
文
)

で
、
ア

イ
ヌ
に

「
モ
ソ
ゴ
ロ
イ
ド

・
デ
ソ
タ
ル

・
コ
ム
プ

レ
ッ
ク
ス
」
が
み
ら
れ

る
こ
と
を
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
同
氏
が
活
発
に
展
開
さ
れ
た

日
本
人
形
成
論

の
根
底
と
な

る
発
見

で
あ

っ
た
。

三

再
び
東
京
大
学

へ

昭
和
四
十
七
年
に
埴
原
氏

は
東
京
大
学
理
学
部
人
類
学
第

一
講
座
担
当

を
命
ぜ
ら
れ
、
十
六
年
ぶ
り

に
東
京

へ
戻
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
九
年
に
は
、

東
京
大
学
西
ア
ジ
ア
洪
積
世
人
類
遺
跡
調
査
団
の
団
長
と
し
て
シ
リ
ア
の

ド

ゥ
ア
ラ
洞
窟

の
調
査
を
行

っ
た
。
こ
の
際

に
は
人
骨
は
発
見
さ
れ
な
か

っ
た
が
多
数

の
石
器
が
得
ら
れ
た
。
埴
原
氏
は
従
来

の
形
式
論

で
は
あ
き

た
ら
ず
、
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
や
因
子
分
析
な
ど
の
多
変
量
統
計
法
を
用

い

こ
れ
ら
の
石
器

の
型
と
文
化
と
の
関
係
や
近
縁
性
の
分
析
を
行

っ
た
。
考

古
学

に
も
統
計
的
手
法
を
と
り
い
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
埴
原
氏

の
持
論

で
あ
る
が
、
こ
の
方
面

で
の
業
績
と
し
て
は
、
「石
器
分
類

へ
の

数
値
分
類
学

の
利
用
」
、
数
理
科
学

一
七
〇
巻
四
十
七
ー
五
十
三
頁

(
一

九
七
七
)
(遠
藤
万
里
氏
と
共
著
)、
「
石
器

の
数
値
分
析
」
、
考
古
学
と
自
然

科
学
十
巻
八
十
三
-
九
十
四
頁

(
一
九
七
七
)
(遠
藤
万
里
、
赤
沢
威
の
両

氏
と
共
著
)、
「長
野
県
余
助
尾
根
遺
跡

の
統
計
的
分
析
」、
季
刊
人
類
学

九
巻
七
十
六
-
九
十
三
頁

(
一
九
七
八
)
(赤
沢
威
氏
と
共
著
)、
「ド

ゥ
ア

ラ
の
中
期
旧
石
器
時
代
資
料

の
近
縁
性

に
関
す
る
数
値
分
析

(英
文
)」
、

東
京
大
学
総
合
研
究
資
料
館
紀
要
十
六
巻
三
十

一
-
四
十
六
頁

(
一
九
七

九
)、
「縄
文
時
代

の
墓
穴
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
石
礁

の
統
計
的
分
析
」、

人
類
学
雑
誌

八
十
九
巻

=
二
七
-

一
四
四
頁

(
一
九
八
一
)
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
「現
代
日
本
人
頭
骨
研
究
班
」
を
組
織
し
て
全
国
的

に
散

在
し
て
い
た
頭
骨

の
計
測
資
料
を
ま
と
め
る
作
業
を
さ
れ
た
り
、
鈴
木
尚

氏
ら
と
共
に
沖
縄

の
港
川
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
約

一
万
八
千
年
前

の
人
骨

の
研
究
を
行

っ
た
り
さ
れ
た
が
、
特
筆
す
べ
き
は
こ
の
港
川
人
の
下
顎
中

切
歯

二
本
が
生
前

に
人
為
的
に
抜
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
発
見
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
世
界
で
も
最
古

の
抜
歯

の
例

で
あ
ろ
う
。
「港
川
人
の
歯

(英
文
)」
は
東
京
大
学
総
合
研
究
資
料
館
紀

要
十
六
巻
五
十

一
-
五
十
九
頁

(
一
九
八
二
)
に
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、

ユ
ニ
ー
ク
な
業
績
と
し
て

「
岩
手
県
上
里
遺
跡
発
見

の
人
骨

の
血
縁
関
係
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埴原和郎氏の学問的業績

に
関
す
る
統
計
的
分
析
」
、
人
類
学
雑
誌
九
十

一
巻
四
十
九
-
六
十

八
頁

(
一
九
八
三
)
が
あ

る
。
こ
れ

は
、
縄
文
時
代
中
期

の
遺
跡

で
七
名
分

の

人
骨
が
合
葬
さ
れ
て
い
た
が
、
埴
原
氏
は
統
計
的
手
法
を
駆
使
し
て
こ
れ

ら

の
間

の
親
子
関
係
を
あ
る
程
度
復
元
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
も

の
で
、

考
古
学
界
に
大
き
な
反
響
を

よ
ん
だ
研
究
で
あ
る
。

昭
和
五
十
八
年
夏
に
カ
ナ
ダ
の
ヴ

ァ
ソ
ク
ー
バ
ー
で
開
催
さ
れ
た
人
類

学
民
族
学
国
際
会
議

で
埴
原
氏
は
、
頭
骨

の
計
測
値

に
も
と
つ
く
多
変
量

統
計
解
析
に
よ
る
日
本
人
と
そ
の
他
の
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
地
域

の
集
団
間

の
近
縁
性
の
推
定
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
、
日
本
人

(和
人
)
が
北
方

ア
ジ

ア
集
団
か
ら
の
影
響
を
示
す

こ
と
、
ま
た
縄
文
人
は
む
し
ろ
東
南

ア
ジ
ア

集
団
に
近

い
こ
と
を
初

め
て
示
さ
れ
た
。
こ
の
結
果

は
、
「頭
骨
計
測
値

よ

り

み

た

日

本

人

の
起

源

と

近

縁

性

(英

文
)」、
..〉
。
雷

〉
暮
7

8
0
0ひq
窪
巴
8
、"
八
巻

一
四
九
-

一
五
八
頁

(
一
九
八
四
)
と
し
て
公
表
さ

れ
た
。
翌
年
に
は
、
国
際
誌

、、=
。
日
。
..
三
十
六
巻

一
ー
十
頁
に

「
現
代

日
本
人
頭
蓋

の
地
理
的
変
異

お
よ
び
そ
の
日
本
人
の
起
源
と

の
関
係

(英

文
)」
と
い
う
論
文
を
発
表
さ
れ
、
近
畿
地
方

の
集
団
が
も

っ
と
も
北
方

的
で
あ
る
こ
と
、

ア
イ
ヌ
は
縄
文
人
に
近
い
こ
と
な
ど
を
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
後
に

「日
本
人
二
重
構
造
説
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
日
本
人

の
形

成
に
関
す
る
埴
原
氏

の
考
え
が
す
で
に
こ
の
辺
り
か
ら
次
第

に
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

昭
和
五
十
九
年

に
は
C

・
タ
ー
ナ
ー
教
授

の
招
き
で
ア
リ
ゾ
ナ
州
立
大

学

の
特
別
客
員
教
授
と
し
て
渡
米
さ
れ
、
大
学
院

の
講
義
を
さ
れ
る
か
た

わ
ら
、
歯
の
標
本
調
査
を
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
年
よ
り
五
次

に

わ
た
り
、
文
部
省
の
国
際
学
術
研
究
に
よ
り

ハ
ワ
イ
の
ビ

シ
ョ
ッ
プ
博
物

館

に
て
太
平
洋
の
各
地
よ
り
集
め
ら
れ
た
人
骨

の
調
査
研
究
を
指
揮
さ
れ

た
。昭

和
六
十
二
年

(
一
九
八
七
)
の
人
類
学
雑
誌
第
九
十
五
巻
三
九

一
i

四
〇
三
頁
に
埴
原
氏
は
、
「日
本

へ
の
早
期
渡
来
者
数

の
推
定
i

シ
、・・
ユ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
研
究

(英
文
)」
と
題
し
た
論
文
を
発
表
さ
れ
た
が
、

内
容
は
ま
さ
に
衝
撃
的
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
弥
生

時
代

の
始
ま
る
紀
元
前
三
世
紀
か
ら
古
墳
時
代

の
終
わ
る
七
世
紀
ま
で
の

千
年

の
問

に
ど
れ
ほ
ど
の
数
の
渡
来
人
が
や

っ
て
き
た
か
を
推
定
し
た
も

の
で
あ
る
。
初
期
値
と
し
て
小
山
修
三
氏

(現
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
)

の
推
定
し
た
縄
文
時
代
末
期

の
人
口

(約
八
万
数
千
人
)
を
用

い
、
約
千

年
後

に
は
五
百
数
十
万
人
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
推
定
値
が
あ
る
の
で
、

こ
の
間
の
人
口
増
加
率
を
年
に
○

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
仮

に
考
え
て
シ
、・・

ユ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
、
何
と
こ
の
千
年
間
に
百
五
十
万
人
も

の
人
が

渡
来
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
よ
り
控
え
め
の
○

・
ニ
パ
ー
セ
ソ
ト
と
い

う
人
口
増
加
率
を
用
い
て
も
、
渡
来
人

の
数
は
約
百
万
人
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
研
究
は
、
従
来
の
直
観
的
な
議
論

に
対
し
数
値

モ
デ
ル
に
よ
る
シ
、・・

ユ
レ
ー
シ
ョ
ソ
と
い
う
全
く
新
し
い
方
法

に
よ
り
旦
ハ体
的
な
渡
来
者

の
数

を
推
定
し
て
み
せ
た
画
期
的
な
も
の
で
、
ま
た
そ
の
数
が
予
想
を
は
る
か

に
上
ま
わ
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
に
も
驚

か
さ
れ
た
。

四

国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ソ
タ
ー
に
て

昭
和
六
十
二
年
五
月
よ
り
埴
原
氏
は
当
時
未
完
成
の
国
際
日
本
文
化
研
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究
セ
ン
タ
ー
に
教
授
と
し
て
移

ら
れ

(東
京
大
学
教
授
を
併
任
)、
梅
原
猛

セ
ン
タ
ー
所
長
を
補
佐
し
て
同

セ
ン
タ
ー
の
完
成

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

る
。
翌
六
十
三
年
三
月

に
は
東
京
大
学
を
停

年
退
官
さ
れ
、
同
五
月

に
は
東
京
大
学
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た
。
日
文
研

に
こ
ら
れ
て
か
ら
も
研
究
活
動

は
衰
え
を
み
せ
ず
、
古
代
え
み
し
論
を
ま

と
め
た

「
エ
ミ
シ
、

エ
ゾ
と

ア
イ

ヌ
ー
人
類
学
的
見
地
よ
り

(英
文
)」

を

..冒
b
碧

閑
Φ
≦
Φ
≦
.、
誌

の
第

一
号
、
三
十
五
-
四
十

八
頁
に
発
表
さ
れ

た
が
、
こ
れ
は
こ
の
問
題

に
関
す
る
長
年

の
論
争
が
不
毛
で
あ

っ
た
こ
と

を
示
し
た
。
ま
た
、
埴
原
氏

は
か
ね
て
よ
り
暖
め
て
い
た
テ
ー

マ
で
あ
る

「
日
本
人
の
二
重
構
造

モ
デ

ル
」

の
完
成
を
め
ざ

し
て
努
力
さ
れ
た
結
果
、

「
二
重
構
造

モ
デ

ル
ー
日
本
人
集
団
の
形
成
に
関
わ
る

一
仮
説
」
と
題
す

る
英
文
の
論
文
を

、.冒
O
蝉
昌
幻
①≦
①
≦
、、第

二
号
、

一
ー
三
十
三
頁

に
発
表

さ
れ
た
。
こ
の
モ
デ

ル
の
骨
子

は
、
次

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

(
一
)
現

代
日
本
人

の
祖
先
集
団
は
南
東

ア
ジ
ア
系

で
、
お
そ
ら
く
後
期
旧
石
器
時

代
か
ら
日
本
列
島

に
住
み
、
縄
文
人
を
生
じ
た
。

(二
)
弥
生
時
代
か
ら
七

世
紀
こ
ろ
に
か
け
て
北
東

ア
ジ

ア
系

の
集
団
が
日
本
列
島
に
渡
来
し
、
大

陸
の
高
度
な
文
化
を
も
た
ら
す
と
と
も

に
、
在
来

の
南
東

ア
ジ
ア
系

(縄

文
系
)
集
団

に
強

い
遺
伝
的
影
響
を
与
え
た
。
(三
)南
東

・
北
東

ア
ジ
ア

系

の
二
集
団
は
日
本
列
島
内

で
徐
々
に
混
血
し
た
が
、
そ
の
過
程
は
現
在

も
進
行
中
で
、
日
本
人
は
今
も

ヘ
テ

ロ
ジ

ェ
ネ
イ
テ
ィ
、

つ
ま
り
二
重
構

造
を
保

っ
て
い
る
。

筆
者
は
様
々
な
遺
伝
標
識
を
用
い
て
日
本
人

の
起
源
に
つ
い
て
研
究
し

て
き
た
が
、
ほ
ぼ
上
述

の
埴
原
氏
の
結
論
と
同
様

の
見
解
を
も

つ
に
至

っ

て
い
る
し
、
ま
た
、
田
名
部
雄

一
氏

(現
麻
布
大
学
教
授
)
の
日
本
犬

の

血
液
遺
伝
標
識

に
よ
る
研
究
も
同
様
の
結
論
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
「
二
重
構
造

モ
デ

ル
」
は
今
や
日
本
人

の
形
成

に
関
す
る
標
準
的

な
仮
説
と
し
て
ほ
ぼ
定
着
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
な
お
、
埴
原
氏
は
実
証

的
研
究

に
よ
る
日
本
人
の

「
二
重
構
造

モ
デ

ル
」
の
提
示

に
よ
り
、
平
成

三
年

に
京
都
新
聞
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

埴
原
氏
は
ま
た
、
日
文
研

の
共
同
研
究
と
し
て

「日
本
文
化
の
基
本
構

造
と
そ
の
自
然
的
背
景
」
を
組
織
さ
れ
、
全
国
よ
り
関
係
す
る
第

一
線

の

研
究
者
を
招
い
て
多
数
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
か
れ
た
が
、
こ
れ
は
日
本
人
な

い
し
日
本
文
化
に
関
す
る
研
究
者
間
の
交
流
な
ら
び
に
研
究

の
ブ
ラ

ッ
シ

ア
ッ
プ
に
大

い
に
貢
献
し
た
。
こ
の
共
同
研
究

の
報
告
書
は
、
埴
原
氏

の

停
年
退
官
さ
れ
る
平
成
五
年
三
月
を
め
ざ
し
朝
倉
書
店
よ
り
出
版
さ
れ
る

予
定

で
、
現
在
作
業
中

で
あ

る
。
同
氏
は
ま
た
、
平
成

二
年

に

「
ア
ジ

ア

・
太
平
洋
地
域

の
集
団
の

一
員
と
し
て
の
日
本
人
」
と
題
す
る
国
際

シ

ン
ポ
ジ
ゥ
ム
を
組
織
さ
れ
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
よ
り
招
か

れ
た
八
名
の
第

一
線
級
の
外
国
人
研
究
者
を
ま
じ
え
、
約
二
十
名
の
研
究

者
に
よ
る
熱

の
入

っ
た
会
議
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
会
議

の
報
告
書
は
平

成
四
年

に
日
文
研

の
国
際

シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
紀
要

の
第
四
号
と
し
て
出
版
さ

れ
た
が
、
国
際
的

に
大
き
な
反
響
を
う
ん
だ
。

五

お

わ

り

に

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
埴
原
氏
は
歯
お
よ
び
骨

の
人
類
学
的
お
よ
び

個
人
識
別
に
関
す
る
研
究
を
中
心
に
多
数

の
原
著
論
文
を
発
表
さ
れ
、
ま
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た
と
く
に
日
本
人

の
起
源

・
形
成

に
関
す
る
自
然
人
類
学

の
長
年

に
わ
た

る
論
争

に
ひ
と

つ
の
結
論
を
出

さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
学
問
的
功
績

は
偉
大

で
あ
る
。
同
氏
の
研
究

の
特
徴

は
、
多
変
量
解
析
な
ど

の
統
計
的
手
法
を

駆
使
し
て
従
来
と
か
く
単
な
る
記
載
的
学
問
に
終
わ
り
が
ち
で
あ

っ
た
わ

が
国

の
形
態
人
類
学
や
考
古
学

の
分
野
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
こ
と
で
あ

る
。

一
方
、

一
般
む
け
の
著
書

・
編
書
も
多
く
、
研
究
の
社
会

へ
の
還
元

と
い
う
面
で
も
努
力
さ
れ
た
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、
『人
類
進
化
学
入
門
』

(中
央
公
論
社
、
昭
和
四
十
七
年
)、
梅
原
猛
氏
と
の
対
談

『
ア
イ
ヌ
は
原
日

本
人
か
』

(小
学
館
、
昭
和
五
十
七
年
)、
『
日
本
人
は
ど
こ
か
ら
き
た
か
』

(小
学
館
、
昭
和
五
十
九
年
)、

『新
し
い
人
類
進
化
学
』
(講
談
社
、
昭
和
五

十
九
年
)、
『日
本
人

の
起
源
』

(朝
日
新
聞
社
、
昭
和
五
十
九
年
)
、
『縄
文

人

の
知
恵
』

(小
学
館
、
昭
和

六
十
年
)、
『日
本

人
誕
生
』
(集
英
社
、
昭
和

六
十

一
年
)、

『日
本
人
新
起
源

論
』
(角
川
書
店
、
平
成
二
年
)
な
ど

で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

一
般

の
人

に
わ
か
り
易
く
書
か
れ
て
お
り
、
日

本
人
に
関
す
る
学
際
的
研
究
の
最
新

の
情
報
な
ど
を
社
会
に
紹
介
す
る
の

に
大
い
に
役
立

っ
て
い
る
。
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